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室
町
時
代
前
期
（
15
世
紀
前
半
）
に
大
成

さ
れ
た
能
は
、
５
０
０
年
以
上
に
お
よ
ぶ

長
い
歴
史
を
持
つ
芸
能
で
す
。
こ
の
長
い

歴
史
の
中
で
数
多
く
の
演
目
が
作
ら
れ
、

演
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。現
在
、上
演
可
能

と
さ
れ
る
演
目
は
１
５
０
曲
以
上
。
こ
れ

ら
の
演
目
に
は
、
老
若
男
女
、
貴
族
、
武

士
、
僧
侶
、
さ
ら
に
は
神
や
精
霊
、
亡
霊
、

怨
霊
、
鬼
、
妖
怪
な
ど
実
に
さ
ま
ざ
ま
な

役
が
登
場
し
ま
す
。

　

能
で
は
、
こ
の
役
柄
ご
と
に
そ
の
装
い
、

す
な
わ
ち
使
用
す
る
面お

も
て

や
装
束
、
小
道
具

の
種
類
が
お
お
よ
そ
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

勇
猛
な
武
士
な
ら
ば
力
強
く
雄
々
し
い
装

い
、
年
か
さ
の
女
性
な
ら
ば
品
の
あ
る
落

ち
着
い
た
装
い
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
役

柄
に
ふ
さ
わ
し
い
組
み
合
わ
せ
が
定
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
装
い
の
こ
と
を

「
出い

で

立た
ち

」
と
も
い
い
ま
す
。

　

出
立
の
印
象
を
決
定
づ
け
る
重
要
な
要

素
の
一
つ
が
装
束
で
す
。
能
装
束
に
は
大

き
く
分
け
て
男
性
役
が
使
用
す
る
も
の
と
、

女
性
役
が
使
用
す
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

男
性
役
は
竜
や
獅
子
、
雷
、
亀き

っ

甲こ
う

と
い
っ

た
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
唐か

ら

様よ
う

の
力
強
い

文
様
が
表
さ
れ
た
装
束
、
女
性
役
は
四
季

の
草
花
や
蝶
、
扇
な
ど
の
和
様
の
優
美
な

文
様
が
表
さ
れ
た
装
束
を
用
い
ま
す
。
ま

た
、
地
色
や
文
様
に
紅
を
用
い
た
華
や
か

な
「
紅い

ろ

入い
り

」
と
、
紅
を
使
用
し
な
い
「
紅い

ろ

無な
し

」
の
区
別
が
あ
り
、
紅
入
は
若
い
役
柄

に
、
紅
無
は
中
年
な
ど
の
役
に
使
用
す
る

の
が
、
基
本
的
な
能
装
束
の
決
ま
り
で
す
。

　

加
え
て
、
能
装
束
は
用
途
に
よ
っ
て
、

表う
わ

着ぎ

、
着き

付つ
け

、
袴は

か
ま

な
ど
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

一
番
上
に
身
に
着
け
る
の
が
表
着
、
表
着

の
下
に
着
用
す
る
の
が
着
付
で
、
男
性
役

な
ら
表
着
は
狩か

り

衣ぎ
ぬ

や
法は

っ

被ぴ

な
ど
、
着
付
は

厚あ
つ

板い
た

や
熨の

斗し

目め

と
な
り
ま
す
。
袴
に
も
半は

ん

切ぎ
れ

、
大お

お

口く
ち

な
ど
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
基
本
的
な
決
ま
り
事
と
用
途
に

基
づ
い
て
、
役
柄
ご
と
に
装
束
が
定
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

で
は
こ
こ
で
、「
竹ち

く

生ぶ

島し
ま

」
や
「
春か

す

日が

竜

神
」
な
ど
の
演
目
に
登
場
す
る
男
性
役
の

一
つ
、
竜
神
の
装
束
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

竜
神
は
水
中
に
住
む
と
さ
れ
る
水
や
雨
を

つ
か
さ
ど
る
神
で
、
仏
法
の
守
護
神
と
も

さ
れ
ま
す
。
こ
の
役
の
出
立
は
、
頭
に
背

中
ま
で
あ
る
赤
色
の
仮か

髪は
つ

を
つ
け
、
面
は

竜
神
を
表
す
黒
髭ひ

げ

、
装
束
の
表
着
は
法
被
、

着
付
は
厚
板
、
袴
は
半
切
と
し
、
法
被
は

右
肩
を
脱
ぎ
下
げ
る
着
方
と
す
る
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
仮
髪
の
上
に

は
、
竜
神
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る
竜
の

立た
て

物も
の

を
戴
き
ま
す
。

　

こ
の
竜
神
の
装
い
で
し
ば
し
ば
用
い

ら
れ
る
の
が
、
竜
や
竜
を
連
想
さ
せ
る

波
、
雲
、
稲
妻
の
文
様
を
表
し
た
装
束
で

す
。
例
え
ば
、
紅
地
に
飛
び
交
う
雲
、
金

の
稲
妻
文
様
を
表
し
た
黒
地
に
波
と
竜

を
配
し
た
厚
板
（
写
真
１
）、
丸
竜
が
表

さ
れ
た
紅
地
の
半
切
（
写
真
２
）
を
身
に

つ
け
、
さ
ら
に
、
厚
板
の

上
に
金
糸
で
亀
甲
文
様

や
雷
文
様
を
表
し
た
法

被
を
着
る
と
い
っ
た
組

み
合
わ
せ
で
す
。
紅
、
黒
、

金
の
明
快
な
色
合
い
に
、

竜
や
雷
、
雲
の
大
ぶ
り

な
文
様
が
目
を
引
く
実

に
力
強
い
印
象
の
装
い

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
装
束
の
文
様
を
竜
神

を
連
想
さ
せ
る
も
の
と

す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
そ
の
役
柄
の
性

質
や
特
徴
を
際
立
た
せ
る
効
果
を
上
げ

て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、能
で
は
、面
だ
け
で
な
く

装
束
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
役
柄
の
特
徴
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
能

を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
そ

の
装
い
に
も
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

  

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

茨
木
恵
美
）

能
の
役
柄
と
そ
の
装よ

そ
お

い　

― 

竜り
ゅ
う

　じ
ん神
の
装し

ょ
う

　ぞ
く束 

―
写
真
の
作
品
は
、
テ
ー
マ
展
「
華
麗
な

る
能
の
装
い
―
女め

神が
み

と
鬼き

神じ
ん

―
」
で
、

５
月
11
日
㈮
～
６
月
12
日
㈫
ま
で
展

示
し
ま
す
。（
５
月
26
日
㈯
は
休
館
）

第261回

◀写真１　紅黒段替毘沙
門亀甲稲妻雲竜波丸文
様厚板

▶
写
真
２　

紅
地

綾
杉
に
丸
竜
文

様
半
切
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開館時間　８：30～17：00（入館は 16：30 まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

常設展示「“ほんもの”と
の出会い」では、譜代大名
筆頭・井伊家に伝来した名
宝を中心に展示を行って
います。

-常設展示の名品-

6月11日㈪まで　
わ

ギャラリートーク 　
5月12日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：展示室1

観覧料が必要

ほ
会

ほ
会

んもの”
“

いの出と

テ

　ー

　マ

　展

特
別
公
開

　和歌短冊78枚を貼
りこんだ作品集。各短
冊には、鑑定された筆
者名を記した紙札が添
い、そこには、後柏原
院 (ごかしわばらいん )と
後陽成院 (ごようぜいいん )を筆頭に、先二条殿 (さき
のにじょうどの )、近衛殿 (このえどの ) など、公家衆の
名前が多く見受けられます。

■臨時休館のお知らせ　5月26日㈯
■５月９日㈬、同10日㈭は展示替えのため一部閉室し
　ています。

5月8日㈫まで

「国宝・彦根屛風」
近世初期風俗画の傑作、国宝・彦根屛風を特別公開します。

「和歌短冊手鑑」
か たんざく て かがみ

5月11日㈮～6月12日㈫

「華麗なる能の装い―女神と鬼神―」

　能では、演じる役柄によって
その装い、身につける面や装束、
鬘 (かずら )、冠 (かぶ )り物など
がおおよそ決まっています。　
　さまざまな装いの中から、若
く美しい女神、荒々しい力を持
つ鬼神を紹介します。能面と色
鮮やかな装束、小道具の取り合
わせの妙をご覧ください。

よそお き じん

◀
能
面　

増
女（
元
休
満
茂
作
）

▲和歌短冊手鑑

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。https://bunpla.jp/

チ

　ケ

　ッ

　ト

　発

　売

　情

　報

【各公演　発売初日の予約の取り扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記のチケット価格は、全て税込価格です。
◎託児は、子ども（劇団四季：０～２歳、三浦雄一郎講演会：未就学児）
　1人1,000円です。公演の10日前までにお申し込みください。
◎高齢者（６５歳以上）・障がい者・学生のチケットはひこね市文化プ
　ラザチケットセンター窓口のみの取扱。身分証明書要提示。

指定 【5月26日㈯9:00～予約開始】
一般　S席大人 4,500円、 中学生以下 3,000円
　　　A席大人 3,500円、 中学生以下 2,000円

【5月19日㈯9:00～予約開始】
友の会　S席大人 4,100円、中学生以下 2,700円
　　　　A席大人 3,100円、中学生以下 1,800円

5月の休館日　1日㈫、7日㈪、14日㈪、21日㈪、28日㈪

　今年の劇団四季は、親子で楽しめるミュージカルで
す。主人公の魔女・マジョリンが人間と出会い、思い
やりの心や「ありがとう」の気持ちを学んでいく物語。
夏休みの思い出に家族そろってお越しください！

8月9日㈭ 15：00　グランドホール

劇団四季ファミリーミュージカル

『魔法をすてたマジョリン』

　プロスキーヤーで冒険家
の三浦雄一郎が、世界最高
齢でエベレスト登頂を果たす
などの豊富な経験から、「チ
ャレンジ」「夢」の大切さに
ついて語ります。ここでしか
聴けない、貴重な話が満載
の講演会です。

9月30日㈰ 14：00　グランドホール

ひこね市民大学特別講座

三浦雄一郎講演会
「高齢化社会におけるチャレンジと夢」

【6月23日㈯9:00～予約開始】
　一般　1,500円　
　高齢者・障がい者・学生　1,300円

【6月16日㈯9:00～予約開始】
　友の会　1,200円
※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります（有料 /要予約）。

指定

※3歳以上有料。
　3歳未満は入場いた
だけません。

※託児サービスがあり
ます（有料 /要予約）。

撮
影
：
荒
井
健


